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『
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
は
、

法
人
会
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
知
り
合
い
の

企
業
経
営
者
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
会
員
専

用
の
福
利
厚
生
制
度
で
あ
る
「
経
営
者
大
型
総

合
保
障
制
度
」
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
場
合
、

受
託
会
社
で
あ
る
大
同
生
命
・
Ａ
Ｉ
Ｕ
が
そ
の

収
益
の
一
部
を
社
会
貢
献
に
役
立
て
る
「
ご
紹

介
と
社
会
貢
献
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。

　

今
年
度
ま
で
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県

の
被
災
地
二
十
二
市
町
村
に
寄
付
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
受
託
会
社
推
進
員
が
携
帯
し
全

国
の
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
、
よ
り　
『
ビ
ッ
グ

ハ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
新
た
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。（
相
双
法
人
会
会
員
さ
ん
に
は
会
報
四
四

号
と
一
緒
に
送
付
済
み
）

　

只
野
会
長
が
、
双
葉
・
大
熊
町
に
赴
き
両
町

長
と
会
い
、
取
材
を
し
た
も
の
を
大
同
生
命
が

編
集
製
本
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
日
双
葉
町
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ

き
、
各
町
村
か
ら
も
お
礼
状
が
法
人
会
に
届
い

て
お
り
ま
す
。

　

飯
舘
村
、
浪
江
町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
富
岡
町
へ
震
災
復
興
支
援

金
と
し
て
各
々
百
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

只
野
裕
一
会
長
か
ら
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
趣
旨
を
説

明
し
、
寄
付
金
を
被
災
地
域
の
復
興
と
振
興
に
お
役
立
で
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
紹
介
が
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
の
復
興
・
支
援
に
つ

な
が
っ
た
成
果
で
す
。

　

今
後
と
も
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ビッグハート・ネットワークに基づくビッグハート・ネットワークに基づく
東日本大震災による相双法人会地域内東日本大震災による相双法人会地域内
被災市町村への復興・振興支援に寄付被災市町村への復興・振興支援に寄付

7月 10日 双葉町

11月 14日 浪江町

11月 14日 富岡町

6月23日 大熊町

11月 14日 飯舘村



鹿島支部　奇跡の一本松と日の出

平成 27 年１月１日（2）第　45　号 法人会ニュース　そうそう

　

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
震
災
か
ら
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
こ
の
紙

上
の
ご
挨
拶
で
、
本
当
に
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通
は
す

る
の
か
？
・
・
・
と
若
干
の
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
安
倍
総

理
の
相
馬
港
で
の
第
一
声
で
、

　
「
福
島
県
の
復
興
を
加
速
す
る
た
め
に
、
常
磐
自
動
車
道

の
全
線
開
通
を
前
倒
し
す
る
。
三
月
一
日
に
通
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。」

　

こ
の
発
言
に
、
聴
衆
か
ら
思
わ
ず
、

　
「
オ
ー
ッ
！
」

　

と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

安
倍
総
理
が
、
衆
議
院
選
挙
で
最
初
の
訴
え
を
ど
こ
で
す

る
の
か
？
二
九
五
の
選
挙
区
の
ど
こ
も
が
、
安
倍
総
理
の
第

謹
賀
新
年

公
益
社
団
法
人　

相
双
法
人
会

会　

長　

只
野　

裕
一

副会長
（相馬支部長）
立谷　一郎

副会長
（富岡支部長）
坂本　行生郎

副会長
（新地支部長）
森　　直人

副会長
（大熊支部長）
太田　宏明

副会長
（双葉支部長）
永田　茂男

復
興
に
加
速
が
！



（3）平成 27 年１月１日 第　45　号法人会ニュース　そうそう

鹿島支部
（支部長代行）
草野　健男

副会長
（原町支部長）
渋佐　克之

副会長
（浪江支部長）
横山　佳弘

副会長
（小高支部長）
志賀　正幸

副会長
（飯舘支部長）
髙橋　英明

青年部会長

伏見　俊一
女性部会長

番場　三和子

一
声
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
、
福
島
県
相

馬
に
選
ん
だ
。

　

そ
れ
だ
け
、
復
興
に
力
を
入
れ
る
表
れ
だ
っ
た
し
、
我
々

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
き
た
の
で
す
。
常
磐
道
の
全
線
開

通
は
、高
速
交
通
網
の
谷
間
で
あ
っ
た
相
双
地
方
に
と
っ
て
、

永
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

　

全
市
全
町
村
を
挙
げ
て
、
陳
情
、
請
願
を
重
ね
て
き
た
。

時
間
の
計
算
が
出
来
る
交
通
手
段
が
、
常
磐
道
に
よ
っ
て
可

能
に
な
っ
た
。

　

次
は
、
レ
ー
ル
で
あ
る
。
レ
ー
ル=

鉄
道
は
最
も
移
動

す
る
の
に
時
間
が
確
実
で
あ
る
。
レ
ー
ル
が
無
く
て
は
片
肺

で
あ
る
。

　
「
福
島
の
復
興
な
く
し
て
は
、
日
本
の
復
興
は
な
い
」

　

こ
れ
は
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
は
鉄

道
の
再
開
は
必
須
の
条
件
で
あ
る
。
国
道
六
号
線
、
常
磐
道

が
再
開
終
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
次
に
早
急
な
鉄
道
の
再
開
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

運
行
に
あ
た
っ
て
の
採
算
性
が
問
わ
れ
よ
う
が
、
こ
の
相

双
地
区
に
は
そ
の
指
摘
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
福
島
の
復
興

に
と
っ
て
、
ど
れ
だ
け
鉄
道
が
必
要
か
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

常
磐
線
復
活
の
た
め
な
ら
、
政
府
が
大
な
た
を
奮
っ
て
、

　
「
常
磐
線
の
再
開
に
よ
る
経
費
負
担
は
国
で
持
つ
。
そ
れ

が
被
災
者
の
方
々
の
復
興
へ
の
支
え
に
な
る
」

 

こ
れ
ぐ
ら
い
の
事
を
言
い
切
る
、
政
治
家
が
い
な
く
て
は
。

と
い
う
処
で
、
初
夢
か
ら
覚
め
た
。

　
・
・
・
夢
に
し
て
お
い
て
は
い
け
な
い
。
実
現
に
向
け
て
、

精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
指
導
、

お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。



平成 27 年１月１日（4）第　45　号 法人会ニュース　そうそう

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

相
馬
税
務
署
長

小
野
寺　

哲
良

相
馬
税
務
署
長
よ
り

感
謝
状
を
受
賞
す
る

　

十
一
月
十
一
日
に
法
人
会
事
務
室
に
お
い

て
小
野
寺
税
務
署
長
が
来
訪
さ
れ
て
、
只
野

会
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

　

永
年
、
法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が

活
動
し
て
き
た
租
税
教
室
や
震
災
後
外
で
遊

べ
な
い
児
童
を
青
空
の
下
で
開
放
し
よ
う
と

始
め
た
移
動
租
税
教
室
を
開
催
し
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
各
地
域
の
秋
祭
り
に
参
加
し
て

税
の
標
語
を
書
い
た
風
船
を
家
族
に
あ
げ
た

り
、
税
金
ク
イ
ズ
の
出
題
に
よ
り
、
租
税
の

役
割
や
国
民
の
納
税
の
義
務
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
の
普
及
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し

て
感
謝
状
を
受
け
た
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
相
双

法
人
会
の
皆
様
方
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

只
野
会
長
は
じ
め
相
双
法
人
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
深

い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
事
業
や
租
税
教
育
の
推
進
、
更
に
は

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
税
の
啓
発
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
な
か
、
当
署
の

施
策
の
周
知
広
報
に
特
段
の
御
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
署
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
東
日
本
大
震
災

へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
組

織
の
総
力
を
挙
げ
て
申
告
相
談
対
応
や
納
税

緩
和
制
度
の
適
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
五
月
か
ら
六
月
及
び

九
月
末
か
ら
十
一
月
末
に
か
け
て
は
、
南
相

馬
市
に
特
設
会
場
を
設
け
て
申
告
相
談
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
大
震
災
後
四
回
目
の
確
定
申
告

対
応
と
な
り
ま
す
。
福
島
県
下
十
二
市
町
村

に
お
け
る
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期
限
の

延
長
措
置
が
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
終
了
し
、
そ
の
後
一
年
間
の
手

続
き
期
間
を
設
け
、
平
成
二
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
申
告
・
納
付
等
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
年
間
の
手
続
き
期
間
が
終
了
す
る
た

め
、
本
年
の
確
定
申
告
期
は
、
平
成
二
十
六

年
分
の
申
告
書
に
加
え
、
平
成
二
十
二
年
分

か
ら
平
成
二
十
五
年
分
の
申
告
書
も
提
出
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
申
告
会
場
は
相
当
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

当
署
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
応
援
職
員
の
派

遣
を
受
け
て
、
総
力
を
挙
げ
て
申
告
相
談
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
二
日
㈰
と
平

成
二
十
七
年
三
月
一
日
㈰
の
両
日
に
も
申
告

相
談
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
に
は
、
相
双
法
人
会
の
会
員

企
業
の
役
員
や
従
業
員
の
皆
様
の
中
に
も
申

告
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
は
適
切
な
年
末
調
整
と

源
泉
徴
収
票
の
早
期
交
付
に
つ
い
て
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e

－

Ｔ
a
x
）
の

ご
利
用
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定

申
告
所
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
申
告

書
の
作
成
と
書
面
提
出
に
つ
い
て
も
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
三
月
一
日

に
は
常
磐
道
が
全
線
開
通
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
線
開
通
が
福
島
県
の
復
興

の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
年
が
相
双
法
人
会
の
更
な
る
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（5）平成 27 年１月１日 第　45　号法人会ニュース　そうそう

平
成
27
年
度

税
制
改
正
要
望
活
動

　

平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
要
望
陳
情

を
お
願
い
の
た
め
、
十
二
月
二
十
二
日
相
馬
・

南
相
馬
両
市
長
及
び
新
地
町
長
を
訪
庁
し
た
。

　

長
引
く
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
強
い
日
本

経
済
の
再
生
を
目
指
す
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
、
景
気
は
回
復
基
調

に
あ
る
。
肝
心
な
こ
と
は
こ
れ
を
ど
う
持
続

的
成
長
に
つ
な
げ
る
か
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

被
災
地
の
復
興
の
遅
れ
が
依
然
と
し
て
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
復
興
事
業
に
当
た
っ
て

は
、
予
算
を
適
正
か
つ
迅
速
に
執
行
す
る
と

と
も
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
を
含
め
て
引

き
続
き
、適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
企
業
の
定
着
、
雇

用
確
保
を
図
る
観
点
な
ど
か
ら
、
実
効
性
の

あ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
。
税
制
を南相馬市

新地町相馬市

含
め
た
復
興
特
区
に
つ
い
て
も
効
果
の
あ
る

制
度
を
訴
え
た
。
納
税
環
境
の
整
備
と
租
税

教
育
は
、
消
費
税
が
引
き
上
げ
段
階
に
入
っ

て
国
民
の
負
担
感
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
、
共

に
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
税

の
使
途
チ
ェ
ッ
ク
が
納
税
者
の
権
利
で
あ
り

義
務
で
あ
る
と
い
う
納
税
者
意
識
の
向
上
に

つ
い
て
も
、
租
税
教
育
の
柱
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

地
元
国
会
議
員
で
あ
る
亀
岡
偉
民
衆
議
院

議
員
に
も
同
様
に
お
願
い
し
た
。

※ホームページにものってます。



平成 27 年１月１日（6）第　45　号 法人会ニュース　そうそう

今
年
も
秋
祭
り
で
法
人
会
を
Ｐ
Ｒ

今
年
も
秋
祭
り
で
法
人
会
を
Ｐ
Ｒ

　

今
年
も
七
支
部
が
、
地
元
や
避
難
先
の

秋
祭
り
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
熊
支
部
は
、
会
津
若
松
か
ら
い
わ
き

の
会
場
に
ま
で
出
か
け
て
の
「
税
の
広
報

活
動
」
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
支
部
長
は

じ
め
役
員
会
員
商
工
会
の
職
員
に
は
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
鹿
島
支
部
な
ど
六
千
人

の
人
出
で
会
場
が
パ
ン
ク
し
た
そ
う
で
す
。

　

原
町
支
部
は
、
今
年
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
広
報
活
動
。
税
務
署
か
ら
も
イ
ー
タ
君

の
応
援
が
あ
り
ま
し
た
。

番号 開　催　日 支部 催　し　物 会　　　　　　場
① 10 月 18 日～ 19 日 小高 e－まちおだか JA商工秋まつり 小高駅前通り
② 10 月 26 日 鹿島 鹿島産業祭り かしま区交流センター前特設会場
③ 11 月１日 相馬 そうま市民まつり 相馬市民会館
④ 11 月８日 新地 新地町復興産業まつり 新地町役場前広場
⑤ 11 月８日 大熊 大熊町ふるさとまつり in いわき 大熊町役場いわき出張所東側駐車場
⑥ 11 月 29 日～ 30 日 浪江 復興なみえ町十日市祭 二本松駅前の二本松市市民交流センター
⑦ 12 月７日 原町 野馬追の里健康マラソン大会 南相馬市原町区　雲雀丘原陸上競技場

税
の
広
報
活
動

税
の
広
報
活
動

①小高

③相馬

③相馬 ②鹿島

②鹿島

④新地

⑥浪江

⑤大熊

⑦原町

⑦原町

⑤大熊
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栃
木
県
宇
都
宮
市

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

秋
田
県
秋
田
市

秋
田
県
民
会
館

第第
3131
回
法
人
会
全
国
大
会

回
法
人
会
全
国
大
会

「
栃
木
大
会
」

「
栃
木
大
会
」

第第
2828
回
全
国
青
年
の
集
い

回
全
国
青
年
の
集
い

「
秋
田
大
会
」

「
秋
田
大
会
」

福
島
県
法
人
会
連
合
会

福
島
県
法
人
会
連
合
会

青
年
部
会
連
絡
協
議
会

青
年
部
会
連
絡
協
議
会

第第
2222
回
会
員
研
修
会

回
会
員
研
修
会

「
福
島
大
会
」

「
福
島
大
会
」

福
島
県
法
人
会
連
合
会

福
島
県
法
人
会
連
合
会

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

    

第第
1515
回
会
員
研
修
会

回
会
員
研
修
会

「
南
会
津
大
会
」

「
南
会
津
大
会
」

11
21

10
24

10
28

10
26

　

全
国
の
法
人
会
会
員
約
千
九
百
名
が
参

加
し
、
池
田
弘
一
全
法
連
会
長
が
「
本
年

四
月
に
全
て
の
法
人
会
が
新
た
な
公
益
法

人
等
に
移
行
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
事
業

面
の
公
益
性
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
運

営
面
で
は
透
明
性
を
更
に
高
め
、
企
業
経

営
と
社
会
の
健
全
な
発
展
に
一
層
貢
献
し

て
い
き
た
い
。」
と
代
表
挨
拶
を
し
た
。

　

柳
田
道
康
税
制
・
税
務
委
員
長
が
「
平

成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
」
の
報
告
を
し
た
。

　

来
年
は
徳
島
県
。

　

当
部
会
よ
り
伏
見
部
会
長
は
じ
め
遠

藤
・
朝
田
両
副
部
会
長
の
三
名
が
参
加
し
、

全
国
よ
り
二
千
百
名
が
集
結
し
た
。
盛
永

喜
之
青
連
協
会
長
は
「
租
税
教
育
活
動
は

ほ
ぼ
す
べ
て
の
単
位
会
で
開
催
さ
れ
る
に

至
り
、
今
後
は
各
地
の
活
動
の
質
を
よ
り

高
め
て
い
く
段
階
に
入
っ
た
。
県
連
単
位

の
連
協
内
で
の
情
報
交
換
共
有
が
重
要
で

あ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
年
の
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
最
優
秀
賞
を
山
口
県
の
徳
山
周
南
法

人
会
が
受
賞
し
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
東
北
の
お
土
産
品
と
し
て
サ
ン

エ
イ
海
苔
の
ピ
リ
辛
海
苔
な
ど
を
販
売
し

た
。

　

開
催
は
、
相
双
法
人
会
の
当
番
で
あ
っ

た
が
、
三
年
前
に
当
部
会
役
員
会
及
び

県
青
連
協
役
員
会
に
お
い
て
、
開
催
は
無

理
で
あ
ろ
う
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
担
当

は
、
県
青
連
協
の
役
員
で
行
う
こ
と
に
な

り
、
当
部
会
か
ら
伏
見
部
会
長
は
じ
め
副

部
会
長
が
委
員
会
に
出
て
案
を
練
り
準
備

し
た
。

　

式
典
で
は
、
伏
見
部
会
長
が
大
会
宣
言

を
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
な
講
演
会
を
や

ら
ず
に
「
四
年
前
租
税
教
育
活
動
事
例
発

表
に
て
最
優
秀
賞
に
な
っ
た
東
京
都
立
川

法
人
会
の
青
年
部
会
員
八
名
の
方
を
招
き

研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
当
会
か
ら
は
十

名
参
加
し
た
。
次
の
日
の
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
久
々
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
参

加
し
た
。

　

当
部
会
よ
り
番
場
部
会
長
は
じ
め
十
五

名
が
参
加
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
バ
ス
を

仕
立
て
相
馬
〜
鹿
島
〜
原
町
。

　

遅
い
か
な
あ
と
思
っ
た
紅
葉
が
ち
ょ
う

ど
綺
麗
な
車
外
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
会

津
へ
向
か
い
、
昼
食
は
田
島
で
新
そ
ば
を

食
べ
た
。

　

会
場
で
は
、
東
京
か
ら
参
加
の
三
輪
さ

ん
と
郡
山
か
ら
参
加
の
永
橋
さ
ん
と
合
流

後
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
ア
フ
ァ
ン
の
森
財
団
理

事
長
の
ニ
コ
ル
氏
に
よ
り
「
森
の
歴
史
や

大
切
さ
、
震
災
後
の
復
興
に
森
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
」
を
聴
講
し
た
。

　

夜
は
、
懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
で
お
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。
次
の
日
は
大
内
宿
〜
布

団
工
場
を
見
学
し
帰
路
に
着
い
た
。
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租
税
教
室

租
税
教
室

温
か
い
ご
支
援

温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
は
、
管
内
多
く
の
小
学
校
及
び
中
学

校
か
ら
租
税
教
室
を
開
催
し
て
欲
し
い
と
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
早
い
学
校
は
九
月
に
、

最
後
の
学
校
は
二
十
七
年
二
月
に
と
長
期
間

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
会
の
青
年
部
会
・
女
性
部
会
で
税
務

署
と
協
議
を
し
南
相
馬
市
立
及
び
飯
舘
村
立

の
小
学
校
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
津
若
松
市
に
避
難
し
て
い
る
大

熊
町
立
熊
町
小
と
大
野
小
の
六
年
生
十
二
名

を
対
象
に
、
会
津
若
松
法
人
会
青
年
部
会
が

講
師
を
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
二
本

松
市
に
避
難
し
て
い
る
浪
江
町
立
浪
江
小
と

津
島
小
の
六
年
生
六
名
を
対
象
に
、
二
本
松

法
人
会
青
年
部
会
が
講
師
を
務
め
て
く
れ
ま

し
た
。
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

26 年度租税教室開催日程
月日 学校名 講師名

12/2 鹿 島 小 栗原三和子 齋 藤 イ ネ

12/4 原 三 小 椎 谷 節 子

〃 上真野小 髙野ヒデ子 門 馬　 縁

12/10 太 田 小 伏 見 俊 一

〃 小 高 小 髙野ヒデ子 門 馬　 縁

12/11 原 一 小 伏 見 俊 一

12/15 原 二 小 番場三和子 佐々木優子

〃 石神二小 遠 藤 充 洋

12/16
草 野 小
飯 樋 小
臼 石 小

伏 見 俊 一

1/9
福 浦 小
金 房 小
鳩 原 小

番場三和子 竹 内 久 子

1/13 八 沢 小 栗原三和子 齋 藤 イ ネ

1/29 大 小 椎 谷 節 子 菅原多美子

2/3 高 平 小 遠 藤 充 洋

鹿島小

上真野小

原三小

太田小

石神二小飯舘村立三校 原二小

小高小原一小

会
津
若
松
・
二
本
松

両
法
人
会
が
租
税
教
室
の
講
師
に
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原町支部 鹿島支部

社
会
貢
献（
清
掃
）活
動

　

鹿
島
支
部
は
、
秋
祭
り
の
後
掃
除
と
と

も
に
商
店
街
の
道
路
を
清
掃
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
町
支
部
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
前
日

に
綺
麗
な
会
場
で
良
い
記
録
を
出
し
て
も

ら
お
う
と
四
十
人
の
役
員
会
員
が
汗
を
流

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
の
活
動
ご
苦
労

様
で
し
た
。

移
動
租
税
教
室

移
動
租
税
教
室

　

十
一
月
二
十
四
日
（
月
・
振
替
休
日
）
今

年
で
三
回
目
と
な
る「
移
動
租
税
教
室
」は
、

南
相
馬
市
の
九
小
学
校
、
児
童
三
十
二
名
が

参
加
し
。
季
節
柄
寒
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
陽
が
出
て
お
り
行
楽
日
和
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
仙
台
コ
カ
・
コ
ー
ラ
で
工
場

見
学
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
子
供
が
膨
ら
ま
さ

れ
て
あ
の
形
に
な
る
こ
と
や
衛
生
面
に
大
変

気
を
つ
け
て
お
り
ポ
ケ
ッ
ト
は
ゴ
ミ
が
溜
ま

る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
一
切
な
い
こ
と
な

ど
学
ん
で
き
ま
し
た
。、
お
昼
は
白
石
名
産

の
う
ー
め
ん
（
た
だ
し
、
児
童
は
唐
揚
げ
に

ハ
ン
バ
ー
グ
と
フ
ル
ー
ツ
を
た
く
さ
ん
）
を

食
べ
ま
し
た
。

地
域
振
興
事
業
及
び
会
員
親
睦
事
業

地
域
振
興
事
業
及
び
会
員
親
睦
事
業

新
地
支
部

新
地
支
部

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

12
24

　

新
地
町
や
く
草
の
森
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
」
で
、
新
地
支
部
会
員
は
じ
め
仮
設
に

お
住
ま
い
の
地
域
の
人
々
の
参
加
を
募
っ

て
平
成
二
十
六
年
度
パ
ー
ク
大
会
が
開
か

れ
た
。

　

前
日
と
は
う
っ
て
変
わ
り
太
陽
の
日
差

し
が
眩
し
い
中
、
全
員
日
頃
の
腕
前
を
発

揮
し
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー

ス
は
、
猪
ハ
ン
デ
が
あ
り
猪
に
よ
る
穴
や

柵
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
コ
ー
ス
不
慣
れ

の
人
に
は
辛
い
半
日
に
な
っ
た
。

　

五
十
四
人
が
参
加
し
午
前
中
で
競
技
を

終
え
終
了
し
ま
し
た
。

　

優　

勝

　
　

・
男
性　

目
黒　

周
蔵
さ
ん

　
　

・
女
性　

稲
葉　

昌
子
さ
ん

　

午
後
の
白
石
城
は
、
三
層
の
天
守
閣
で
見

晴
ら
し
が
良
か
っ
た
け
れ
ど
階
段
が
急
で
怖

か
っ
た
。楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、

バ
ス
の
中
で
の
税
金
の
勉
強
も
し
て
き
ま
し

た
。
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八
月
に
広
島
を
襲
っ
た
土
砂
災
害
、

そ
し
て
美
し
く
彩
ら
れ
て
い
る
御
岳
山

に
誘
わ
れ
て
秋
の
行
楽
を
楽
し
も
う
と

訪
れ
た
人
々
を
一
瞬
の
う
ち
に
巻
き
込

ん
で
し
ま
っ
た
噴
火
。
未
だ
に
雪
に
覆

わ
れ
た
山
に
は
救
助
さ
れ
な
い
ま
ま
取

り
残
さ
れ
た
人
達
、
家
族
に
と
っ
て
耐

え
が
た
い
気
持
ち
で
し
ょ
う
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
三
年
九
か
月
が
す
ぎ
新
た

な
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
予
想
だ
に
し
な
い
災
害
が
多
く
襲

う
も
の
だ
と
考
え
、
今
日
一
日
の
無
事

を
祈
り
、
そ
し
て
新
年
は
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
い
年
で
あ
る
事
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

 

　
　
　
　
（
吉
岡
）

編

集

後

記

編

集

後

記

東
北
工
業
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

戸
川　

聡

　

東
日
本
大
震
災
の
後
の
原
発
事
故
に
よ

り
、
私
た
ち
は
住
み
な
れ
た
浪
江
町
を
追
い

出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
自
身
は
震
災

直
後
に
南
相
馬
市
、
会
津
地
方
、
埼
玉
県
と

転
々
と
避
難
生
活
を
し
な
が
ら
、
二
か
月
後

の
五
月
に
は
福
島
市
松
川
に
仮
設
の
事
務
所

を
構
え
て
、
浪
江
町
で
の
津
波
に
よ
る
被
害

者
の
遺
体
捜
査
の
協
力
、
仮
設
住
宅
建
設
な

ど
の
急
を
要
す
る
事
業
を
主
と
し
て
、
十
分

と
は
言
え
な
い
体
制
の
中
で
少
し
ず
つ
仕
事

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
翌
年
の

夏
に
現
在
の
福
島

市
御
山
に
て
事
務

所
を
賃
借
し
、
本

格
的
に
事
業
再
開

さ
せ
ま
し
た
。
従

業
員
は
震
災
前
の

四
割
減
と
な
り
、

不
安
を
抱
え
る
中
で
の
再
開
で
し
た
が
、
再

開
後
に
現
地
で
も
従
業
員
を
積
極
的
に
採
用

し
徐
々
に
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨

年
よ
り
地
元
浪
江
町
を
は
じ
め
近
隣
の
地
域

も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
復
旧
復
興
工

事
が
進
み
始
め
、
当
社
の
技
術
職
員
も
避
難

先
の
福
島
市
を
は
じ
め
と
す
る
中
通
り
地
区

よ
り
地
元
の
復
旧
に
向
け
て
毎
朝
早
く
よ
り

現
場
に
向
か
っ
て
通
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前

に
比
べ
て
現
場
へ
の
通
勤
だ
け
で
も
非
常
に

負
担
が
か
か
り
大
変
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
で
も
以
前
に
比
べ
て
不
便
に
な
っ
た
こ

と
大
変
に
な
っ
た
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
が
、
不
満
を
述
べ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い

の
で
、
前
向
き
に
考
え
行
動
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
当
社
は
こ
れ
ま
で
地
元
に
支

東
北
工
業
建
設
株
式
会
社社

浪
江
か
ら
福
島
市
へ

浪
江
か
ら
福
島
市
へ

シ
リ
ー
ズ　

避
難
先
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

川
内
村
体
育
セ
ン
タ
ー

相
双
地
区

相
双
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
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第
五
回
相
双
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
相
馬
、

富
岡
、
川
内
の
三
市
町
村
か
ら
十
チ
ー
ム
、

五
十
名
が
出
場
し
四
部
門
に
分
か
れ
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。
優
勝
は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の

部
「
は
ね
こ
ん
ま
」
ト
リ
ム
の
部
「
そ
ふ
ば

翔
陽
」
ト
リ
ム
シ
ル
バ
ー
の
部
「
川
内
Ｓ
Ｖ

Ｃ
」

え
ら
れ
て
営
業
出
来
て
き
た
企
業
で
す
の
で

今
後
も
地
元
の
復
旧
復
興
に
は
全
力
で
取
り

組
み
な
が
ら
仕
事
を
通
じ
て
恩
返
し
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。


